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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフボール用のコア組立体であって、
　（ｉ）フォーム状組成物を有する内側コア層であって、０．２５４ｃｍから２．７９４
ｃｍ（０．１００インチから１．１００インチ）の範囲の径と、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）
と、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）とを伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ

がＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きく正の硬度勾配を実現する上記内側コ
ア層と、
　（ｉｉ）熱硬化性材料を有する外側コア層であって、上記内側コアの周りに配され、０
．２５４ｃｍから１．９０５ｃｍ（０．１００インチから０．７５０インチ）の範囲の厚
さと、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ）と、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ

　ＯＣ）および内側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）とを伴い、
Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣがＨｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　Ｏ

Ｃより大きく正の硬度勾配を実現する上記外側コア層とを有し、
　ＳＧｏｕｔｅｒはＳＧｉｎｎｅｒより大きいことを特徴とするゴルフボール用のコア組
立体。
【請求項２】
　ゴルフボール用のコア組立体であって、
　（ｉ）フォーム状組成物を有する内側コア層であって、０．２５４ｃｍから２．７９４
ｃｍ（０．１００インチから１．１００インチ）の範囲の径と、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）
と、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）とを伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ

がＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きく正の硬度勾配を実現する上記内側コ
ア層と、
　（ｉｉ）熱硬化性材料を有する外側コア層であって、上記内側コアの周りに配され、０
．２５４ｃｍから１．９０５ｃｍ（０．１００インチから０．７５０インチ）の範囲の厚
さと、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ）と、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ
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　ＯＣ）および内側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）とを伴い、
Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣがＨｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　Ｏ

Ｃと同一か小さくゼロまたは負の硬度勾配を実現する上記外側コア層とを有し、
　ＳＧｏｕｔｅｒはＳＧｉｎｎｅｒより大きいことを特徴とするゴルフボール用のコア組
立体。
【請求項３】
　ゴルフボール用のコア組立体であって、
　（ｉ）フォーム状組成物を有する内側コア層であって、０．２５４ｃｍから２．７９４
ｃｍ（０．１００インチから１．１００インチ）の範囲の径と、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）
と、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）とを伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ

がＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒと同じか小さくてゼロまたは負の硬度勾配を実
現する上記内側コア層と、
　（ｉｉ）熱硬化性材料を有する外側コア層であって、上記内側コアの周りに配され、０
．２５４ｃｍから１．９０５ｃｍ（０．１００インチから０．７５０インチ）の範囲の厚
さと、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ）と、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ

　ＯＣ）および内側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）とを伴い、
Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣがＨｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　Ｏ

Ｃより大きく正の硬度勾配を実現する上記外側コア層とを有し、
　ＳＧｏｕｔｅｒはＳＧｉｎｎｅｒより大きいことを特徴とするゴルフボール用のコア組
立体。
【請求項４】
　ゴルフボール用のコア組立体であって、
　（ｉ）フォーム状組成物を有する内側コア層であって、０．２５４ｃｍから２．７９４
ｃｍ（０．１００インチから１．１００インチ）の範囲の径と、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）
と、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）とを伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ

がＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒと同じか小さくてゼロまたは負の硬度勾配を実
現する上記内側コア層と、
　（ｉｉ）熱硬化性材料を有する外側コア層であって、上記内側コアの周りに配され、０
．２５４ｃｍから１．９０５ｃｍ（０．１００インチから０．７５０インチ）の範囲の厚
さと、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ）と、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ

　ＯＣ）および内側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）とを伴い、
Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣがＨｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　Ｏ

Ｃと同じか小さくてゼロまたは負の硬度勾配を実現する上記外側コア層とを有し、
　ＳＧｏｕｔｅｒはＳＧｉｎｎｅｒより大きいことを特徴とするゴルフボール用のコア組
立体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　ここで説明し図説した組成物およびゴルフボール製品はこの発明のいくつかの実施例に
すぎないことを理解されたい。この発明の趣旨および範囲から逸脱することなく種々の変
更および追加を当該組成物および製品に対して行えることは、当業者が理解するところで
ある。そのような実施例は添付の特許請求の範囲によりカバーされることを留意されたい
。
　以下、ここで説明した技術的特徴について列挙する。
［技術的特徴１］
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　ゴルフボール用のコア組立体であって、
　（ｉ）フォーム状組成物を有する内側コア層であって、約０．１００インチから１．１
００インチの範囲の径と、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）と、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）と
を伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅがＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔ

ｅｒより大きく正の硬度勾配を実現する上記内側コア層と、
　（ｉｉ）熱硬化性材料を有する外側コア層であって、上記内側コアの周りに配され、約
０．１００インチから０．７５０インチの範囲の厚さと、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ）と、外
側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および内側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）とを伴い、Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ

　ＯＣがＨｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣより大きく正の硬度勾配を実現する
上記外側コア層とを有し、
　ＳＧｏｕｔｅｒはＳＧｉｎｎｅｒより大きいことを特徴とするゴルフボール用のコア組
立体。
［技術的特徴２］
　上記内側コアはフォーム状ポリウレタン組成物を有する技術的特徴１記載のゴルフボー
ル。
［技術的特徴３］
　上記フォーム状ポリウレタン組成物は、ポリイソシアネート、ポリオール、および硬化
剤化合物、ならびに発泡剤の混合物から準備され、上記ポリイソシアネートは、トルエン
２，４－ジイソシアネート（ＴＤＩ）、トルエン２，６－ジイソシアネート（ＴＤＩ）、
４，４'－メチレンジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）、２，４'－メチレンジフェニ
ルジイソシアネート（ＭＤＩ）、ポリメリックメチレンジフェニルジイソシアネート（Ｐ
ＭＤＩ）、ｐ－フェニレンジイソシアネート（ＰＰＤＩ）、ｍ－フェニレンジイソシアネ
ート（ＰＤＩ）、ナフタレン、１，５－ジイソシアネート（ＮＤＩ）、ナフタレン２，４
－ジイソシアネート（ＮＤＩ）、ｐ－キシレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、および、こ
れらのホモポリマーおよびコポリマーおよびブレンドからなるグループから選択される技
術的特徴２記載のゴルフボール。
［技術的特徴４］
　上記フォーム状ポリウレタン組成物は、ポリイソシアネート、ポリオール、および硬化
剤化合物、ならびに発泡剤の混合物から準備され、上記ポリイソシアネートは、イソホロ
ンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）
、４，４'－ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート（「Ｈ１２ＭＤＩ」）、メタテト
ラメチレンキシレンジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、トランス－シクロヘキサンジイソ
シアネート（ＣＨＤＩ）、および、これらのホモポリマーおよびコポリマーおよびブレン
ドからなるグループから選択される技術的特徴２記載のゴルフボール。
［技術的特徴５］
　上記フォーム状ポリウレタン組成物は、ポリイソシアネート、ポリオール、および硬化
剤化合物、ならびに発泡剤の混合物から準備され、上記ポリオールは、ポリテトラメチレ
ンエーテルグリコール（ＰＴＭＥＧ）、ポリエチレンプロピレングリコール、ポリオキシ
プロピレングリコール、およびこれらの混合物からなるグループから選択される技術的特
徴２記載のゴルフボール。
［技術的特徴６］
　上記フォーム状ポリウレタン組成物は、ポリイソシアネート、ポリオール、ならびに硬
化剤化合物、表面活性剤、および触媒の混合物も水を付加することにより準備され、上記
水は混合物をフォーム状にするのに十分な量だけ加えられる技術的特徴２記載のゴルフボ
ール。
［技術的特徴７］
　上記触媒は、亜鉛および錫をベースにした触媒およびこれらの混合物のグループから選
択される技術的特徴６記載のゴルフボール。
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［技術的特徴８］
　上記内側コアの径は約０．１００から約０．５００インチの範囲内であり、その比重は
約０．２５から約１．２５ｇ／ｃｃの範囲内である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴９］
　上記内側コアの径は約０．４０から約０．８０インチの範囲内であり、その比重は約０
．３０から約０．９５ｇ／ｃｃの範囲内である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１０］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約３０ショアＣから約７８ショアＣの範
囲内であり、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約４６ショアＣから約９５
ショアＣの範囲内である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１１］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０ショアＣから約５０ショアＣの範
囲内であり、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約１３ショアＣから約６０
ショアＣの範囲内である技術的特徴１０記載のゴルフボール。
［技術的特徴１２］
　上記外側コア層は、ポリブタジエン、エチレンプロピレンゴム、エチレン－プロピレン
－ジエンゴム、ポリイソプレン、スチレン－ブタジエンゴム、ポリアルケナマ、ブチルゴ
ム、ハロブチルゴム、ポリスチレンエラストマー、イソブチレンおよびｐ－アルキルスチ
レンのコポリマー、イソブチレンおよびｐ－アルキルスチレンのハロゲン化コポリマー、
ブタジエンのアクリロニトリルとのコポリマー、ポリクロロプレン、アルキルアクリレー
トゴム、塩化イソプレンゴム、アクリロニトリル塩化イソプレンゴム、およびこれらの混
合物から成るグループから選択される少なくとも１つの熱硬化性ゴム材料を有する技術的
特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１３］
　上記ゴム材料はポリブタジエンである技術的特徴１２記載のゴルフボール。
［技術的特徴１４］
　上記外側コア層の厚さは約０．２５０インチから約０．７５０インチの範囲内であり、
その比重は約０．６０から約２．９０ｇ／ｃｃの範囲内である技術的特徴１記載のゴルフ
ボール。
［技術的特徴１５］
　ゴルフボール用のコア組立体であって、
　（ｉ）フォーム状組成物を有する内側コア層であって、約０．１００インチから１．１
００インチの範囲の径と、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）と、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）と
を伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅがＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔ

ｅｒより大きく正の硬度勾配を実現する上記内側コア層と、
　（ｉｉ）熱硬化性材料を有する外側コア層であって、上記内側コアの周りに配され、約
０．１００インチから０．７５０インチの範囲の厚さと、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ）と、外
側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および内側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）とを伴い、Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ

　ＯＣがＨｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣと同一か小さくゼロまたは負の硬度
勾配を実現する上記外側コア層とを有し、
　ＳＧｏｕｔｅｒはＳＧｉｎｎｅｒより大きいことを特徴とするゴルフボール用のコア組
立体。
［技術的特徴１６］
　上記内側コアはフォーム状ポリウレタン組成物を有する技術的特徴１５記載のゴルフボ
ール。
［技術的特徴１７］
　上記外側コアの上記熱硬化性材料はポリブタジエンゴムである技術的特徴１５記載のゴ
ルフボール。
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［技術的特徴１８］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約３０ショアＣから約７８ショアＣの範
囲内であり、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約４６ショアＣから約９５
ショアＣの範囲内である技術的特徴１５記載のゴルフボール。
［技術的特徴１９］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０ショアＣから約５０ショアＣの範
囲内であり、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約１３ショアＣから約６０
ショアＣの範囲内である技術的特徴１５記載のゴルフボール。
［技術的特徴２０］
　ゴルフボール用のコア組立体であって、
　（ｉ）フォーム状組成物を有する内側コア層であって、約０．１００インチから１．１
００インチの範囲の径と、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）と、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）と
を伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅがＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔ

ｅｒと同じか小さくてゼロまたは負の硬度勾配を実現する上記内側コア層と、
　（ｉｉ）熱硬化性材料を有する外側コア層であって、上記内側コアの周りに配され、約
０．１００インチから０．７５０インチの範囲の厚さと、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ）と、外
側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および内側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）とを伴い、Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ

　ＯＣがＨｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣより大きく正の硬度勾配を実現する
上記外側コア層とを有し、
　ＳＧｏｕｔｅｒはＳＧｉｎｎｅｒより大きいことを特徴とするゴルフボール用のコア組
立体。
［技術的特徴２１］
　上記内側コアはフォーム状ポリウレタン組成物を有する技術的特徴２０記載のゴルフボ
ール。
［技術的特徴２２］
　上記外側コアの上記熱硬化性材料はポリブタジエンゴムである技術的特徴２０記載のゴ
ルフボール。
［技術的特徴２３］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０ショアＣから約５０ショアＣの範
囲内であり、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約５ショアＣから約５０シ
ョアＣの範囲内である技術的特徴２０記載のゴルフボール。［技術的特徴２４］
　ゴルフボール用のコア組立体であって、
　（ｉ）フォーム状組成物を有する内側コア層であって、約０．１００インチから１．１
００インチの範囲の径と、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）と、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）と
を伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅがＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔ

ｅｒと同じか小さくてゼロまたは負の硬度勾配を実現する上記内側コア層と、
　（ｉｉ）熱硬化性材料を有する外側コア層であって、上記内側コアの周りに配され、約
０．１００インチから０．７５０インチの範囲の厚さと、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ）と、外
側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および内側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）とを伴い、Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ

　ＯＣがＨｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣと同じか小さくてゼロまたは負の硬
度勾配を実現する上記外側コア層とを有し、
　ＳＧｏｕｔｅｒはＳＧｉｎｎｅｒより大きいことを特徴とするゴルフボール用のコア組
立体。
［技術的特徴２５］
　上記内側コアはフォーム状ポリウレタン組成物を有する技術的特徴２４記載のゴルフボ
ール。
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［技術的特徴２６］
　上記外側コアの上記熱硬化性材料はポリブタジエンゴムである技術的特徴２４記載のゴ
ルフボール。
［技術的特徴２７］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０ショアＣから約５０ショアＣの範
囲内であり、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約５ショアＣから約５０シ
ョアＣの範囲内である技術的特徴２４記載のゴルフボール。
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